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【趣旨】 

 市制施行 10 周年記念事業として、市内各地域の芸術文化協会芸能部が

一堂に会し、ステージ発表を通じてお互いの交流を深め、市民の皆様に楽

しんでいただくことを目的とする。 

 

【内容様子】 

〈ステージ発表 18団体（21ステージ）〉参加者合計250人  

   ・豊科地域 3団体 （吟詠、剣舞、琴、日本舞踊） 

   ・穂高地域 2団体 （民踊、コーラス） 

   ・三郷地域 4団体 （着物、器楽演奏、笛、舞踊） 

   ・堀金地域 4団体 （篠笛、大正琴、民謡、混声合） 

   ・明科地域 4団体 （手話ダンス、舞踊、詩吟、謡曲） 

   ・その他  1 団体 （和太鼓） 

    

 

【成果】 

・それぞれの地域の芸文協の様子が見え数多くの発見ができました。 

・実行委員のみならず出演者も共に皆さんが心を一つにできました。 

・音響、照明設備が整っている「みらい」だったので成功しました。 

 

【課題】 

・出演者ではなく、一般の来場者がどのくらい来場されたかが疑問に残る。 

・午前と午後の来場者数に大きな差がみられた。 

・芸能部門にはさまざまな団体があるので、舞踊部門、楽器演奏部門、謡

曲部門など部門ごとに分けて、発表する必要がある。 

 

 

 

 



 

【プログラム】 

 

 

 



 

【様子】 

 

 

 



 

 

 

役割分担 

協働事業実施団体 市 

・実行委員会の発足 

・プログラムの作成 

・前日準備 

・当日の運営及び参加 

・共催による会場使用料の減免 

・横看板及びプログラムの印刷 

・広報あづみのへの記事掲載 

 

 


